	映像表現論　
	Chapter　9 映像表現の発達(1) 　サイレントからトーキーへ　


1. 無声映画（活動写真）の時代～日本における「弁士」の存在～
初期の映画は、フィルムの上に音を記録する方法が確立されていなかったため、音がまったくない状態で上映されたり、楽器の伴奏をともなって上映されたりした。

日本では“弁士”が活躍し、大衆も弁士の講談を楽しむために映画館に行くというショービジネスのスタイルが確立していた。これは、興行として弁士その人がスター化するという世界的にみても稀な現象であった。
弁士の弁舌は日本の大衆話芸のひとつの開花であり、映画というニューメディアを大衆にわかりやすく翻訳・翻案・解説して、映画の普及に大きな力ともなったといういいかたもできないわけではない。
・サイレント映画の演出風景

・NHK『ロマンス』（1984放映）より『ジゴマ』ヴィクトラン・ジャッセ監督（1911年）の上映風景
・松田春翠（1925～87、マツダ映画社創立者）が弁士をした『生まれてはみたけれど』小津安二郎監督（1932年）
　
しかし、弁士はオリジナルの映画から離れて、弁士自身の演出や声色で映画を自在に改変し、弁士中心のショーに貶めてしまう傾向があり、映画本来の表現の発達を大きく阻害したという面もある。
例えば、弁士たちは映画のカットを分けることに反対した（カットがないほど、自分のペースで勝手な話が演じられるから）。トーキー映画の導入にも団結して強行に抵抗したが、大衆はすぐにトーキー映画を支持した。弁士たちは、ほどなく皆が失業し、なかには自殺した弁士もいた。
２.サイレント映画の黄金期
音に頼ることなく、観客を映画館にひきつけなくてはならない無声映画は、大規模なセットを建造した大スペクタクル映画を生み出すなどした。いっぽうで、“純粋な”映像芸術の表現の極地を目指した前衛的な（今から見れば奇妙な）映画も数多く作られた。（前衛映画は、しばしば現代にも息を吹き返すが・・）

・『イントレランス』D・W・グリフィス監督（1916年）

・『カリガリ博士』（Das Kabinett des Doktor Caligari）ローベルト・ヴィーネ監督（1920年）

・『メトロポリス』（Metropolis）フリッツ・ラング監督（1926年）

・『アンダルシアの犬』（Un chien andalou）ルイス・ブニュエル・サルバドール・ダリ（1929年）・・・16分
３.映画から音が出た！トーキー映画の誕生

「キネトスコープ」を発明したエディソンは、リュミエール兄弟による投影式の「シネマトグラフ」に対抗して、「投影式ヴァイタスコープ」を考案し、さらに映画と円筒式蓄音機フォノグラフとを結合させた「シントフォノグラフ」という装置を考えたとされるが、映像と音声の同期しないシステムの上映はあまり成功しなかったと思われる。

1927年、初めてのトーキー映画『ジャズシンガー』が誕生した。この映画は一巻９分の上映時間にあわせた16インチのレコードを作り、タイミングをそろえて再生するディスク式トーキーだった。主演アル・ジョソンソンのせりふ、「ちょっと待って、ちょっと待って、お楽しみはこれからだ。」は、トーキー映画の楽しさの象徴となった。

まもなく、音声を光学的にフィルムの脇に記録する「光学式トーキー」が開発され、音声は「サウンドトラック」に収録されることになる。レコードが傷ついてすぐに使えなくなることや、絵と音のシンクロ（同調）がずれる悩みはこれによって解消した。
初期の録音システムは、撮影と同時に、音声を「フィルムに光学的に焼き付ける」という方法で行わなくてはならなかった。撮影後の「アフレコ」や「ダビング」という技術が確立されるまで、撮影現場で、俳優の声や音楽までも、同時に吹き込まなくてはならなかった。すなわち、音楽隊が撮影現場に一緒にいて、その場で演奏した。
また、サイレント時代には、実写と実写の間に挿入される「字幕」の部分を、各国語に直せば、映画は世界中で上映できたが、トーキー時代になると、映画には「ことばの壁」ができ、「映像というグローバルな表現」にとどまっていることはできなくなった。

1930年代。ドイツの映画会社のウーファ社は、「ことばの壁」を乗り越えて英語圏やフランス語圏に映画を輸出するため、ドイツ語版のほかに、英語版やフランス語版を同時に作るという方法をとった。吹き替えではなく、撮影の時に、俳優がドイツ語で演技をしたあと、同じカットを英語やフランス語でもう一度しゃべりなおしたものを撮影しなおした。映画　『嘆きの天使』（1930）の撮影のときも、主演のマネート・デートリッヒは、英語とドイツ語で２度演じた。
＊参考文献「ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ昭和4　トーキーは世界をめざす」ＮＨＫドキュメント昭和取材班　昭和61年　角川書店
４.　トーキー化による映画表現の変化と発展　
　サイレント（無声）映画の時代には、無声映画独特の映画表現の方法が探求され、それなりに芸術的な成果があった。
サイレント映画では、撮影の途中で監督が大声で指示することができ、俳優は台詞を憶えていなくても、美声でなくても構わなかった。トーキー化によって、これらの事情は一変し、映画に新しいリアリズムが加わった。それは映画芸術の大きく花開かせたが、いっぽうでサイレント映画ならでは表現力を信じ、トーキー映画の時代になってもサイレント映画の表現方法で優れた作品を遺したチャールズ・チャプリンのような人もいた。

　『雨に唄えば』（1952）：　ジーン・ケリー、スタンリー・ドーネン監督。映画がトーキー化される時代の撮影所の内幕をコミカルな風味で描いたミュージカル映画。このなかで用いられている演出には、映画に音声がつくことで、映像を音声が補うというだけでなく、時に台詞と映像が逆さまのことを伝えることができる面白さ、映画表現の幅の広がりについて指摘できるシーンがある。
　『モダンタイムス』（1936）：　製作・監督・脚本・作曲チャールズ・チャプリンによる喜劇映画。現代の工業化社会で人間の尊厳が失われ機械の一部のように働かされることを皮肉った喜劇映画。サイレント映画のトーキー版とでもいうような演出方法がとられている。言葉の力に頼らないサイレント映画は、世界中の人々に理解してもらえる優れた表現手段であるという主張が結実したものとして現在も高く評価される作品の一つである。
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初期の映画は、フィルムの上に音を記録する方法が確立されていなかったため、音がまったくない状態で上映されたり、楽器の伴奏をともなって上映されたりした。日本では＿＿＿＿＿＿＿が活躍し、大衆もその講談を楽しむために映画館に行くというスタイルが確立していた。
1927年、初めてのトーキー映画『＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿』が誕生した。この映画は一巻９分の上映時間にあわせた16インチのレコードを作り、タイミングをそろえて再生するディスク式トーキーだった。主演アル・ジョソンソンのせりふ、「ちょっと待って、ちょっと待って、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」は、トーキー映画の楽しさの象徴となった。
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